
◆
事
　
例
◆ 

　

中
学
生
の
娘
が
友
人
と
撮
っ
た
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
し
た
。

設
定
を
公
開
と
し
て
い
た
た
め
、
誰
で
も
見
ら
れ
る
状
態
に
な
っ
て

い
た
。
気
が
付
い
て
非
公
開
に
し
た
が
、
す
で
に
流
出
し
た
写
真
の

情
報
を
削
除
し
た
い
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス
◆

○
ネ
ッ
ト
上
の
動
画
・
画
像
や
書
き
込
み
は
、
投
稿
・
送
信
し
た
本

　

人
が
削
除
し
て
も
、
完
全
に
消
し
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
に
よ
り
大
き
な
ト

　

ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
安
易
に
投
稿
し
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
便
利
に
安
全
に
使
う
た
め
、
ま
ず
は
リ
ス
ク

　

を
正
し
く
理
解
し
、
日
頃
か
ら
家
族
な
ど
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　

使
い
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

○
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

　

る
会
社
に
対
処
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
、
画
像
の

　

削
除
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
と
し
て
「
違
法
・
有
害
情

　

報
相
談
セ
ン
タ
ー（h

ttp
:/

/
w

w
w

.ih
a
h
o
.jp

/

）
」が
あ
り
ま
す
。

　

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
契
約
な
ど
、
消
費
生
活
全
般
に
関
す
る
こ
と

で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

平
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時
／
13
時
～
16
時

■
場
所
　

　

市
役
所
分
庁
舎
２
階

問
・
相
談
先
　

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

（
93
）
５
３
４
８

●
「
安
易
に
投
稿
し
な
い
、

　
　
ネ
ッ
ト
と
の
賢
い
付
き
合
い
方
を
考
え
よ
う
」
の
巻

消 費 生 活
相談コラム
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は
い
、
こ
ち
ら

とみリンです。

電話待ってるリン♪

海寳陽二さん（七栄）は、平成21年４月１日～平成30年３月

31日までの３期に渡り人権擁護委員として尽力し、その功績に

より４月１日に法務大臣から感謝状が贈呈されました。

スポーツ
　

４
月
22
日
、
社
会
体
育
館
を
会
場
に
、
第
39
回
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
春
季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
各
チ
ー
ム
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
白
熱

し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
出
場
し
た
選
手
た
ち
の
爽
や
か
な

汗
と
と
も
に
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

■
優
　
勝

　

オ
レ
ン
ヂ

■
準
優
勝

　

日
吉
台

■
第
３
位

　

富
里
パ
ル
ク
ラ
ブ

大
会
の
結
果

▲優勝を決めたオレンヂの皆さん

第
39
回
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会

オ
レ
ン
ヂ
が
優
勝

表
　
彰

人権擁護委員として長年の功績が認められ感謝状

法務大臣から海寳陽二さんに感謝状
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行
政
な
ど
に
関
す
る
苦
情
、
意
見
・
要
望
は

　

行
政
相
談
と
は
、
国
道
の
建
設
や
管
理
、
年
金
や

医
療
保
険
な
ど
の
国
の
仕
事
や
、
特
殊
法
人
の
仕
事

に
つ
い
て
、

○
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
説
明
や
措
置
な
ど
に
納
得

　

が
い
か
な
い

○
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

　

良
い
か
分
か
ら
な
い

な
ど
の
相
談
を
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
、
市
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
直

接
相
談
を
受
け
、
そ
の
解
決
を
図
る
制
度
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

●
千
葉
行
政
評
価
事
務
所

　

０
５
７
０
（
０
９
０
）
１
１
０

●
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
班

　

（
93
）
１
１
１
２

　

市
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
行
政
相
談
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

■
日
時　

　

毎
月
第
４
火
曜
日　

10
時
～
14
時
30
分

※
今
月
は
５
月
22
日
（
火
）
に
開
催
し
ま
す
。

■
場
所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

※
日
時
・
場
所
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
月
の
「
広
報
と
み
さ
と
」
１
日
号

で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談

人
権
相
談

心
配
ご
と
相
談
と
合
同
開
催

　

昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
各
市
町
村
に
人
権
擁
護
委
員
が
配
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重

の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
日
で
す
。
ま
た
、
全
国
各

地
の
公
共
施
設
な
ど
に
お
い
て
特
設
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
を

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権

相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
手
伝
い
や
、
法
務
局

の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の

救
済
を
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
に
つ

い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

山
田
照
好
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
に
就
任

　

４
月
１
日
付
け
で
山
田
照
好
さ

ん
（
高
野
）
が
、
法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
次
の
皆
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

○　
飯
塚　

 

徳
政
（
七
栄
）

○　
佐
藤　
　

滿
（
日
吉
台
３
丁
目
）

○　
林
田
美
惠
子
（
中
沢
）

○　
森　
　

久
惠
（
七
栄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

敬
称
略＞

全
国
一
斉

　
　
　「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　　　　

特
設
相
談
所

■　
日
時
　
６
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　

10
時
～
14
時
30
分

■　
場
所

　

市
役
所
分
庁
舎
１
階
会
議
室

問
市
民
課
戸
籍
班
　

（
93
）
４
０
８
７

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！

　

消
費
生
活
全
般
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
事
例
を
紹
介
し
ま
す
！

▲

４
月
10
日
に
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い


